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参加した研修会・講習会
平成19年7月
平成19年9月
平成19年9月
平成19年11月
平成20年1月
平成20年2月
・第25回北海道ヘリカルCT研究会
「循環器領域におけるCT画像の活用」等
・札幌市放射線技師会学術研修会
「3T－MRIの現状について」、「拡散強調画像について」
・第5回札幌テクノロジーフォーラム
「臨床で活躍する3D画像一腹部領域を中心に一」等
・第4回札幌Heart　Imaging　Club
「低濃度造影剤を使用した心臓CT画像について」等
・第5回北海道医療画像研究会
「Pacs事始め」
・第26回北海道ヘリカルCT研究会
「臨床における頭部CTPerfusionの有用性」等
。Noninvasive　Imaging　Seminar
一アダムキュービッッ動脈をあぐって一
・第6回北海道アンギオ画像研究会セミナー
「IVRの臨床被曝の実態と防護」等
・札幌市放射線技師会会員勉強会
「診療放射線技師における臨床研究の進め方と学位取得について」
これからの展望
　　今年度は放射線機器のIT化（PACS化）の構築に終始した年度だったと思います。来年度は運用・管理
　についてさらに検討していかなくてはいけないと考えております。そのためにはスタッフの個々の知識・技術
　の向上、意識改革が不可欠であり、来年度も研修会等に出席し専門的技術・知識を深めて診断に有用な画像の
提供・管理を行っていきたいと思います。来年度よりスタッフが少なくなりますが従来通り円滑に業務を行う
　ために業務改善を考えるとともにより一層の安全で安心できる検査を目指して事故・ミスを防止出来るような
検査体系や確認・看視の徹底を図りたいと思います。
文責　瀧川　幹雄
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